これまで、 今時分の 東京の 乾物屋の 店先に こんなに 

種々 様々 にあしら われて 鰊が 並んだ ことがあつ ただ 

) ) ^ o 

ろう 力 

身が きにしん の 束が そこに ある わきで、 小僧と 娘 さ 

ん とが、 その 身が きにしん に ドロ リ とした 黒い たれ を 

つけて 焼いて いる。 その 匂い は 細雨の 降る 夕暮の 歩道 

に 立ち こめて いるが、 同じ 店先に は 鰊 一尾 まるのまま 

糠 づけに した もの も 売って いる。 

今年 はどう も 鰊が 目につく と 思って いたら、 北海道 

の 或る 町から 人が 泊り に 来て、 その 話で は あっちに 今 

年 は 鰊がない の だそう だ。 加工して どんどん 内地 さよ 
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